
十勝川中流部市民協働会議_活動記録（21） 

帯広工業高等学校 環境土木科 3年生への防災に関する授業 
 昨年から 3 年生対象に年 3 回の防災に関する授業を行い、今回は講義の後、昨年に続きアンケートを行いました。 

 日 時︓平成 29年 11月 13日（月） 12︓30～15︓20 

 参 加 者︓帯広工業高等学校 環境土木科 3年生 

           帯広開発建設部治水課︓河合上席専門官 

           十勝川中流部市民協働会議 4名 

 講義内容（1）︓災害リスクの把握と防災行動（帯広開発建設部治水課 河合上席専門官） 

 講義内容（2）︓環境、教育、防災、官・民連携の川づくり（十中協 事務局 和田哲也） 

 講義内容（3）︓十勝川水系地域防災システムの使い方について（十中協 事務局 前田佑惟） 

 場 所︓帯広工業高等学校 実習棟２Fパソコン室 
 

    
授 業 風 景 

講義１．災害リスクの把握と防災行動（講師︓帯広開発建設部治水課 河合上席専門官） 

講義内容は、“リスク”の意味と洪水ハザードマップから分かる自分の住む地域の危険度や避難に必要な情報の入
手方法等、質問形式で楽しく、分かり易く説明して頂きました。 

    
挨拶する河合上席専門官                質問形式で講義を進める様子 



    
生徒に近づき講義を進める様子         避難に必要な情報の入手方法を説明する様子 

 

講義 2．環境、教育、防災、官・民連携の川づくり（十中協 幹事長 和田 哲也） 

講義内容は、環境・教育・防災と 3年間一緒に活動した生徒たちに、再度活動の主旨を理解して頂き、これから
社会人となり、活動の経験が役立つよう、「十勝川中流部市民協働会議」が行って来た理念と経緯などについて説
明を聞いて頂きました。 

    
自己紹介する和田氏                   和田氏による講義の様子 

    
和田氏による講義の様子                  講義を受ける生徒の様子 

 
 
 
 
 
 



講義 3．十勝川水系地域防災システムの使い方について（十中協 事務局 前田佑惟） 

講義内容は、当事務局で公開している地域防災システムの使い方と、このシステムで何が判るのかを説明しました。 

また、洪水被害に遭ったとき、自分の思いについてアンケート形式で答えて頂き、最後に、このシステムの利活用で
防災情報のメール送信希望者も集いました。 

    
 自己紹介する前田氏（頑張っていました）            配布資料を確認する様子 

    
インターネットで当事務局が配信する防災システムを操作している生徒の様子 

昨年 8月の台風被害についてのアンケート 

昨年 8月の台風被害について、昨年 11月に防災授業でアンケートを取りました。1年経過した時の生徒の感想がど
の様になったか、今回の授業でも同じ質問でアンケートを取りました。（後日サイトで公開します） 

    
アンケートに答える様子 



最後には、生徒代表から講義に対してお礼の言葉と挨拶がありました。 

    
講師陣（左から河合氏、和田氏、前田氏）           生徒代表による挨拶風景 


